
                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

来月３―５日 東谷山フルーツパーク

家族で楽しめるイベントいっぱい

レ
ン
ゲ
と
ハ
チ
ミ
ツ
春
を
満
喫

２９
日

花
摘
み
や
蜂
蜜
搾
り
体
験
�

参加無料

陸
上
自
衛
隊

第
�
音
楽
隊

２８
日
か
ら
受
け
付
け
開
始

６月１７日

掘
り
出
し
物
い
っ
ぱ
い
�

来
月
２０
日

萠
作
業
所
で
恒
例
の
バ
ザ
ー

                     

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
受
け

付
け
順
に
全
て
の
方
を

紹
介
し
、
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携

帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
外
尾
　
旭
く
ん

（
ほ
か
お
・
あ
さ

ひ
）
Ｈ
�
・
�
・
�

生
ま
れ
＝
幸
心
４
＝

　
▽
こ
れ
か
ら
も
に

こ
に
こ
笑
顔
を
輝
か

せ
て
い
て
ね
♡

　
守
山
区
内
で
は
、
三
月
に

自
転
車
の
盗
難
が
多
発
し
ま

し
た
。
被
害
の
発
生
場
所
は

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
駐
輪
場
が
最
も
多
く
、

次
い
で
Ｊ
Ｒ
や
名
鉄
な
ど
駅

周
辺
の
駐
輪
場
で
し
た
。

　
ま
た
、
盗
ま
れ
た
自
転
車

の
約
六
割
は
無
施
錠
、
被
害

に
遭
っ
た
方
の
約
六
割
は
十

代
の
学
生
で
し
た
。

　
朝
の
通
学
時
間
に
急
い
で

電
車
に
乗
ろ
う
と
し
て
、
鍵

を
掛
け
忘
れ
た
ケ
ー
ス
が
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
行
動
し
、
確

実
に
鍵
を
掛
け
た
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
盗
ま
れ
た
自
転
車

は
い
ず
れ
も
無
施
錠
ま
た
は

ワ
ン
ロ
ッ
ク
で
、
ツ
ー
ロ
ッ

ク
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
す
る

に
は
手
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
泥
棒
も
手
間
が
か
か
り

敬
遠
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
優
れ
た
盗
難
防
止
効
果

を
発
揮
し
ま
す
の
で
、
必
ず

実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
【
被
害
防
止
ポ
イ
ン
ト
】

▽
自
転
車
を
止
め
る
と
き
に

は
必
ず
ツ
ー
ロ
ッ
ク
▽
離
れ

る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時
間

で
も
施
錠
▽
自
宅
の
敷
地
内

に
止
め
る
と
き
も
油
断
を
せ

ず
、
確
実
に
鍵
を
▽
駅
に
止

め
る
場
合
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

な
ど
が
設
置
し
て
あ
る
駐
輪

場
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

どれにしようかな―さまざまな果物が並ぶ即売会

広いレンゲ畑で思い思いに楽しめる

毎年多くの人が訪れる「萠バザー」

迫力あるステージを披露する第�音楽隊

　
も
り
や
ま
短
歌
会

　
　
　
　
　
　
栗
本
　
雅
子
選

風
ゆ
る
び
マ
ー
チ
聞
こ
ゆ
る
風

情
な
り
桜
も
歩
調
高
め
ゆ
く
ら

む
　
　
　
　
　
　
上
田
　
道
子

高
気
圧
ひ
か
り
の
春
を
呼
び
戻

し
四
十
雀
鳴
く
ア
ン
テ
ナ
の
上

に
　
　
　
　
　
　
青
木
　
錞
子

い
い
言
葉
見
つ
け
た
る
時
の
よ

ろ
こ
び
は
心
の
貯
金
ひ
と
つ
増

す
ご
と
し
　
　
　
友
廣
　
和
恵

真
白
な
る
蕪
の
柔
肌
酢
に
な
じ

み
舌
に
な
じ
み
て
今
朝
の
幸
せ

　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
和
枝

桜
木
の
梢
明
る
む
公
園
の
青
き

シ
ー
ト
に
寛
ぐ
家
族

　
　
　
　
　
　
　
纐
纈
　
妙
子

ス
ト
ッ
ク
つ
き
片
足
立
ち
の
バ

ラ
ン
ス
運
動
十
秒
十
回
よ
う
や

く
出
来
る
　
　
　
池
　
い
づ
み

中
空
の
ひ
か
り
を
呼
び
て
紅
梅

の
花
ひ
ら
き
た
り
日
数
重
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
栗
本
　
雅
子

　
レ
ン
ゲ
の
花
摘
み
や
蜂
蜜
搾

り
ほ
か
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
レ
ン

ゲ
と
ハ
チ
ミ
ツ
　
春
を
満
喫
」

が
二
十
九
日
（
土
・
祝
）
、
下

志
段
味
真
光
寺
の
集
合
農
地
で

開
か
れ
る
。
参
加
無
料
。

　
区
役
所
農
政
課
が
地
元
農
家

の
協
力
を
得
て
、
毎
年
こ
の
時

期
開
催
。
間
も
な
く
稲
作
が
始

ま
る
田
ん
ぼ
を
特
別
に
開
放
す

る
な
ど
、
農
業
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
。

　
午
前
九
時
半
―
同
十
一
時
半

で
、
レ
ン
ゲ
の
花
摘
み
・
花
輪

作
り
や
蜂
蜜
搾
り
の
ほ
か
、
縄

結
い
や
竹
馬
遊
び
と
い
っ
た
体

験
が
で
き
る
。
集
合
農
地
へ
は

「
志
段
味
中
学
校
西
」
交
差
点

を
春
日
井
方
面
へ
進
み
、
一
つ

目
の
信
号
を
右
折
。

　
田
ん
ぼ
に
入
る
人
は
、
汚
れ

て
も
い
い
服
装
と
靴
で
参
加
。

同
課
は
「
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　
雨
天
中
止
。
開
催
の

有
無
は
、
当
日
の
午
前

八
時
以
降
に
「
名
古
屋

お
し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
」

＝
☎
（
９
５
３
）
７
５

８
４
＝
で
。
問
い
合
わ

せ
は
区
役
所
農
政
課
＝

☎
（
７
９
６
）
４
５
５

１
＝
へ
。

　
生
き
が
い
や
仲
間
づ
く
り
な

ど
、
心
に
病
の
あ
る
人
た
ち
が

通
う
「
萠
作
業
所
」
は
五
月
二

十
日
（
土
）
午
前
十
時
―
午
後

二
時
半
、
同
作
業
所
＝
菱
池
町

五
ノ
一
四
＝
で
バ
ザ
ー
を
開

く
。
ま
た
催
し
に
向
け
、
家
庭

の
不
用
品
を
集
め
て
い
る
。

　
施
設
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
、
地
域
と
の
交
流
を
目

的
に
毎
年
開
催
。
食
器
や
服
を

は
じ
め
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

品
、
自
主
制
作
製
品
の
ガ
ラ
ス

工
芸
や
シ
ュ
ー
ズ
キ
ー
パ
ー
な

ど
を
値
打
ち
に
販
売
す
る
。

　
「
掘
り
出
し
物
い
っ
ぱ
い
の

恒
例
行
事
で
す
。
ぜ
ひ
見
に
き

て
く
だ
さ
い
」
と
大
田
誠
所

長
。
ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
、

お
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。

小
雨
決
行
、
大
雨
の
場
合
は
二

十
一
日
（
日
）
に
延
期
。

　
ま
た
、
現
在
募
っ
て
い
る
の

は
日
用
雑
貨
や
贈
答
品
、
未
使

用
の
服
や
バ
ッ
グ
と
い
っ
た
不

用
品
。
受
け
付
け
は
五
月
十
七

日
（水
）ま
で
。
家

具
や
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
、ゴ
ル
フ
・ス
キ

ー
用
品
な
ど
大
き

な
物
は
遠
慮
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
。

　
と
も
に
問
い
合

わ
せ
は
萠
作
業
所

＝
☎
（
７
９
３
）

８
３
８
４
（
月
―

金
、
午
前
九
時
―

午
後
四
時
半
）
＝

へ
。

　
陸
上
自
衛
隊
第
�
師
団
は
六

月
十
七
日
（
土
）
、
愛
知
県
芸

術
劇
場
＝
東
区
東
桜
一
＝
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
「
創
立
�
周

年
サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
入
場

申
し
込
み
は
四
月
二
十
八
日

（
金
）
か
ら
受
け
付
け
る
。

　
第
�
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏
楽

を
は
じ
め
和
太
鼓
と
の
コ
ラ
ボ

な
ど
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
二
〇
一

七
年
度
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課

題
曲
か
ら
二
曲
、
「
祝
典
序

曲
」
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
美

女
と
野
獣
」
の
テ
ー
マ
ほ
か
を

披
露
。午
後
一
時
開
演
、

正
午
開
場
。
入
場
無
料

（
要
整
理
券
）
。

　
申
し
込
み
は
往
復
は

が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
・
希
望
人
数
（
は
が

き
一
枚
に
つ
き
二
人
ま

で
）
を
明
記
し
て
、
〒

４
６
３
―
０
０
６
７
、

守
山
三
ノ
一
二
ノ
一
、

�
師
団
広
報
室
Ｍ
Ｈ
係

へ
。
五
月
二
十
二
日

（
月
、
必
着
）
締
め
切

り
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
陸
上
自
衛
隊

第
�
師
団
司
令
部
広
報
室
＝
☎

（
７
９
１
）
２
１
９
１
（
内
線

４
４
７
２
）
＝
へ
。

　
◇
野
の
花
め
ぐ
り
「
ハ
ル
リ

ン
ド
ウ
・
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
」

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
�
）

１
５
５
１
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
案
内
と
解
説
で
、
園
内

に
自
生
す
る
花
な
ど
を
観
賞
。

一
般
対
象
。
当
日
受
け
付
け
、

雨
天
決
行
。
無
料
（
た
だ
し
植

物
園
入
園
料
と
し
て
大
人
一
人

二
百
十
円
要
）

　
◇
移
動
児
童
館
　
ｉ
ｎ
　
小

幡
緑
地

　
�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
（
前
�
・
�
―
受
け
付

け
）
、
小
幡
緑
地
本
園
芝
生
広

場
Ｂ
（駐
車
場
横
）。
※
問
い
合

わ
せ
は
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
へ
。
日
な
た
ぼ

っ
こ
や
歌
を
楽
し
む
ほ
か
、
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と

遊
ぶ
催
し
。
雨
天
中
止
。
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
ち
い
さ
い
人
向
け
お
は
な

し
会
「
よ
ち
よ
ち
」

　
�
日
（
金
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
図
書
館
☎
（
７
９

３
）
６
２
８
８
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
な
ど
。
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無

料　
◇
春
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な

し
会

　
�
日
（
土
・
祝
）
後
２
―
２

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
春
を
テ
ー

マ
に
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
。
幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無

料
◇
こ
ど
も
の
日
お
楽
し
み
会

　
５
月
５
日
（
金
・
祝
）
前
�

・
�
―
�
・
�
（
前
８
・
�
―

�
・
�
受
け
付
け
）
、
守
山
児

童
館
☎
（
７
９
６
）
１
５
０

１
。
キ
ラ
キ
ラ
ボ
ー
ル
す
く
い

な
ど
、
お
祭
り
気
分
で
さ
ま
ざ

ま
に
楽
し
め
る
催
し
。
乳
幼
児

―
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
第
�
回
守
山
区
美
術
振
興

展

　
�
日
（金
）―
�
日
（
月
）
、

前
�
―
後
５
・
�
（
�
日
は
後

４
ま
で
）
、
守
山
区
役
所
三
階

講
堂
。
※
問
い
合
わ
せ
は
区
役

所
地
域
力
推
進
室
☎
（
７
９

６
）
４
５
２
７
へ
。
区
美
術
振

興
会
会
員
に
よ
る
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
道
・
写

真
の
作
品
展
。
一
般
対
象
。
無

料　
◇
公
開
講
演
会
「
性
同
一
性

障
が
い
か
ら
考
え
る
『
多
様
な

性
』
～
『
私
た
ち
が
そ
こ
に
い

る
の
が
当
た
り
前
』
を
伝
え
た

く
て
～
」

　
�
日
（
日
）
前
�
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
Ｇ
―

ｐ
ｉ
ｔ
　
ｎ
ｅ
ｔ
　
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

ｓ
の
太
田
有
矢
さ
ん
が
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と

い
わ
れ
る
性
の
多
様
性
に
つ
い

て
な
ど
の
話
を
。
一
般
対
象
、

当
日
（
前
９
・
�
―
）
先
着
五

十
人
。
無
料
　
　
　
　
　
　
　

　
遊
ん
で
・
学
ん
で
・
食
べ
よ

う
―
。
「
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー

ツ
フ
ェ
ア
２
０
１
７
」
が
五
月

三
日
（
水
・
祝
）
か
ら
五
日

（
金
・
祝
）
ま
で
の
三
日
間
、

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
＝
上

志
段
味
東
谷
＝
で
開
か
れ
る
。

　
展
示
会
「
熱
帯
の
く
だ
も
の

展
」
を
は
じ
め
、
果
物
即
売
会

や
果
樹
栽
培
体
験
を
開
催
。
子

ど
も
に
人
気
の
フ
ワ
フ
ワ
遊

は

に

わ

び
、
粘
土
を
使
っ
た
埴
輪
作

り
、
ゲ
ー
ム
や
教
室
な
ど
も
あ

っ
て
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
。

　
ま
た
、
果
物
の
王
様
「
ド
リ

ア
ン
」
試
食
や
ヤ
シ
の
実
ジ
ュ

ー
ス
販
売
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ

味
わ
え
る
飲
食
品
ブ
ー
ス
が
登

場
。
チ
ア
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ポ

ッ
カ
レ
モ
ン
消
防
音
楽
隊
の
演

奏
と
い
っ
た
日
替
わ
り
ス
テ
ー

ジ
も
催
さ
れ
る
。

　
開
園
時
間
は
午
前
九
時
―
午

後
四
時
半
。
入
園
無
料
（
た
だ

し
、
世
界
の
熱
帯
果
樹
温
室
は

大
人
三
百
円
、
中
学
生
以
下
無

料
）
。
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
駐

車
場
が
有
料
（
普
通
車
一
台
一

回
五
百
円
）
。

　
問
い
合
わ
せ
は
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
＝
☎
（
７
３
６
）

３
３
４
４
＝
へ
。
同
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
＝
ｈｔｔ
ｐ：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ．
ｆ

ｒ
ｕｉｔ
ｐ
ａ
ｒ
ｋ．
ｏ
ｒ
ｇ
／
＝
。

〔２〕２０１７年（平成２９年）４月２２日（土曜日）

                     

                                                                                                         

                                                               

                     


